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マルチポイント・アプリケーション
における EIA-485と EIA-422-A
ライン・ドライバ /レシーバの比較

概要
　EIA-485は、すべてのEIA規格のなかで唯一複数のドライバ動作が
可能な点で、ユニークなインタフェース規格といえます。概してEIA-

485はEIA-422-Alと非常に似ているため、混同されることが多くあり
ます。EIA-485の部品(ドライバとレシーバ)は EIA-422-Aデバイス
と下位互換性があり、相互に置き換えが可能ですが、EIA-485のアプ
リケーションでEIA-422-Aドライバの使用は避けるべきです。本アプ
リケーション・ノートでは、EIA-422-AデバイスとEIA-485デバイス
間の違いについて説明します。
　EIA-422-Aドライバをマルチポイント(複数ドライバ)アプリケー
ションで使用する場合、3つの大きな問題が生じます。その1つは、ド
ライバの同相電圧範囲に関わる問題です。EIA-422-Aドライバの TRI-

STATE®出力は、－ 250mV～＋ 6Vの同相電圧範囲の規格の設定に
なっています。Fig. 1に示すように、ドライバ間のグランド電位が異な
ると、ディセーブルされているドライバはハイ・インピーダンス状態か
ら抜け出し、グランドよりも1ダイオード・ドロップ分低い電圧レベル
にラインをクランプすることがあります。2番目の問題は、アクティ
ブ・ドライバ同士のコンテンション(競合)です。このフォルト状態が
発生すると、論理状態の異なる 2つのドライバが同時にイネーブルに
なり、これらのデバイス間に大きな電流が流れます。この電流はデバ
イス・パッケージの最大定格許容電力を大幅に上回り、デバイスの熱的
損傷を起こします。3番目の問題は、ドライブ電流です。双方向データ
のアプリケーションで使用する場合、ケーブル両端にそれぞれ 1個の
終端抵抗を付加しなければなりません。このため、ドライバのシンク/

ソース電流は EIA-422-Aで規定している終端(抵抗1個)の 2倍必要
になります。

問題 #1-同相電圧範囲
　Fig. 2に、代表的なEIA-422-Aのバイポーラ出力回路例を示します。
この古典的なトーテムポール出力構造には、必然的にEPI層 -サブス
トレート(EPI/SUB)間に寄生サブストレート・ダイオードが形成され
ます。この寄生ダイオードによってドライバ出力の負側の同相電圧が
制限されます。ここで、左側のドライバがディセーブル状態(ハイ・イ
ンピーダンス状態)に、右側のドライバがアクティブ状態に置かれて
いて、両ドライバがローカル・グランドを基準にしている場合、フォル
ト状態が発生します。両グランド間でグランド電位差(VCM)があると、

ディセーブルされているドライバによってラインがクランプされます。
例えば、ディセーブルされているドライバのグランド電位がアクティ
ブとなっているドライバの電位よりも2V高い場合に、この問題が発生
します。出力電圧がグランドよりも1ダイオード・ドロップ分低くなる
と、寄生ダイオードは順方向にバイアスされます。例えば、VOL＝
0.5V、VCM＝＋ 2Vであるとすれば、アクティブ・ドライバのVOLは
本来ならば0.5Vですが、ディセーブルされているドライバのグランド
を基準にして－1.5Vになります。したがって、EPI/SUBダイオードは
順方向にバイアスされ、ラインはドライブ・レベルでなく
－0.7Vにクランプされます。ラインがクランプされると、データ・フ
ローは保証されません。Fig. 3に、出力のソース側とシンク側にショッ
トキ・ダイオードを付加したEIA-485ドライバの出力回路を示します。
このショットキ・ダイオードは、EPI/SUBダイオードを出力端子から絶
縁し、寄生ダイオードがONになってデータ・ラインがクランプされる
のを防止します。この構成により、同相電圧範囲は－7V～＋ 12V(各
電源電圧から7V)になります。ショットキ・ダイオードによる悪影響は
ほとんどなく、ドライバのVOLは1ショットキ・ダイオード・ドロップ
分だけ高くなり、VOHは1ダイオード・ドロップ分だけ低くなります。
ただし、－7V～＋12Vの印加電圧に対し、ドライバの出力はハイ・イ
ンピーダンス状態に保持されます。

問題 #2-ドライバ間のコンテンション
　ハードウェアやソフトウェアのエラーによって2つのドライバが同
時にイネーブルになると、フォルト状態が発生します。複数ドライバ
を使用するアプリケーションでは、こうしたフォルト状態の防止策を
検討する必要があります。2つのアクティブ・ドライバのグランド電位
差が大きいと、このような障害によってドライバが被るダメージは大
きくなります。例えば、Fig. 1の構成にてトランシーバ1(T1)がアース・
グランドGND1(0V)を基準にし、T2のグランド電位(GND2)がGND1

よりも7V高いとします。この場合、2つのドライバの論理状態が反対
であれば、ドライバ間の電位差は12V(12V＝VCM＋VCC)になり、パッ
ケージの許容消費電力を上回る大きな電流が流れます。EIA-422-Aド
ライバは、単一ドライバ/複数レシーバのアプリケーションでの使用を
前提にしているため、コンテンション防止回路を内蔵しておりません。
複数ドライバを使用するアプリケーションでは、消費電力も増大しま
す。EIA-485ライン・ドライバは、短絡電流制限回路を内蔵しており、
広い同相電圧範囲にわたりコンテンションを防止します。
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　大半の EIA-485ドライバは、(EIA-485で規定していませんが)サー
マル・シャットダウン機能を内蔵しています。このため、アクティブ状
態のEIA-485ドライバ出力が－7V～＋ 12V範囲内の電圧にて短絡し
ても、ドライバ間に流れる電流は250mA以下に制限されます。ナショ
ナル セミコンダクター社では、ドライバの熱的破壊を考慮し、すべて
の EIA-485ドライバにサーマル・シャットダウン保護(TS)機能を標準
装備しています。例えば、ドライバが＋12Vにて短絡して 250mAの
電流が流れる最悪のフォルト状態の場合、デバイスの消費電力(P)は
P＝ IVより 12V× 250mA＝ 3Wになります。3Wという値は全ての
一般的なパッケージで最大定格許容電力を軽く上回ってしまいます。

しかし、サーマル・シャットダウン機能により、このフォルト状態を検
出し、ドライバ出力をディセーブルします。この結果、電流は 250mA

から0mAに低減し、デバイス温度が下がり、デバイスは自動的にサー
マル・シャットダウン・モードから元の状態にリセットされます。その
後もフォルト状態を検出すると、フォルト状態が除去されるまで、デ
バイスはサーマル・シャットダウン・モードのセット /リセットを繰り
返します。当社のデバイス(DS3696 など)のなかには、サーマル・
シャットダウン機能表示用にオープン・コレクタ端子を備えたものもあ
ります。一般に、EIA-422-Aドライバは、この種のフォルト状態が発
生すると損傷します。
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問題 #3-ドライブ電流
　EIA-422-Aドライバの 3番目の問題は、ドライバの負荷電流ドライ
ブ能力に関するものです。最小定格ドライブ電流は、EIA-422-Aドラ
イバで± 20mAですが、EIA-485ドライバでは± 55mAです。ドライ
バからのソース電流は終端抵抗に流れるか、あるいはレシーバの入力
回路に流れます。複数ドライバのアプリケーションでは、2個(ケーブ
ル両端に各 1個)の終端抵抗(RT)が必要です。これらの抵抗はドライ
バから見て並列に接続し、(各抵抗の値が 120Ωであれば)60Ωの負荷
になります。また、ドライバから見るとレシーバの入力回路も並列で
あり、複数レシーバを必要とするアプリケーションでは、EIA-422-A

レシーバの入力インピーダンスは低すぎます。こうした問題を解決す
るために、EIA-485ドライバのドライブ能力はEIA-422-Aドライバの
約3倍になっています。さらに、EIA-485レシーバの標準入力インピー
ダンスも EIA-422-Aのリミット値(4kΩ)の 3倍になっています。

最後に
　EIA-485ドライバは、Fig. 4に示すマルチポイント(複数ドライバ)

のアプリケーションに最適なドライバです。両電源電圧から最大7Vの
グランド電位差に対応しており、コンテンション防止機能とサーマル・
シャットダウン保護機能も内蔵しています。さらに、最大32個のトラ
ンシーバをドライブすることができます(EIA-422-Aでは最大 10個)。
当社はトランシーバ、リピータ、クワッド(4回路)ドライバ、クワッ
ド・トランシーバなど多彩なEIA-485デバイスを提供しています。
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　本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。また掲載内容
は予告無く変更されることがありますのでご了承下さい。

生命維持装置への使用について
　弊社の製品はナショナル セミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品として使用す
ることはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用さ
れることを意図されたもの、または（b）生命を維持あるいは支持す
るものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用
された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与えると予想
されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべ
ての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置またはシステム
の不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが
予想されるものをいいます。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本　社 /〒 135-0042　東京都江東区木場 2-17-16　TEL.(03)5639-7300

製品に関するお問い合わせはカスタマ・レスポン
ス・センタのフリーダイヤルまでご連絡ください。

フリーダイヤル�

0120-666-116
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